
( ２０ )





3

 

 

 

 

 

 



11



22



２ 分析方法

1) 核種分析

ゲルマニウム(Ge)半導体検出器を用いたガンマ線スペクトロメトリーにより

定性・定量する。

試料の調製方法を下記に示す。 

① 雨水

ステンレス製雨水採取器（面積：500cm2）により、毎日定時（９時）に採

取する。水温、pH を測定した後 1L（満たないときは全量）を量り取る。水

酸化ナトリウムでアルカリ性としチオ硫酸ナトリウムを添加、20 mL 程度まで

加熱濃縮する。冷却後、プラスチック容器（以下、U-8 容器 とする）に封入

する。 

② 降下物

ステンレス製水盤（面積：0.5m2）により雨水ちり等の降下物を１か月間採

取する。ストロンチウム（Sr）担体溶液（Sr 5mg/mL 日本分析センター配

布） 10.0mL を添加し､加熱濃縮して U-8 容器に入れ赤外線ランプ下で乾燥さ

せる。 

③ 上水

 原水および蛇口水を 100L ポリタンクに汲み取り試料とする。採取した試料

にストロンチウム（Sr）担体溶液（Sr 5mg/mL 日本分析センター配布） 

10.0mL を添加し、全量について加熱濃縮し、蒸発残さを U-8 容器に封入し、

赤外線ランプ下で乾燥させる｡ 

④ 海水

数日間降雨のなかった日に岸から十分離れた場所で海表面の水をポリタン

クで汲み取り試料とする。試料 2L をマリネリビーカーに封入する。

⑤ 海底堆積物

 105℃で乾燥後、貝殻などを除き、ふるい（2mm）でふるう。一定量（約

100g程度）を U-8 容器に封入する。

⑥ 土壌

表面から 5cm 及び 5cm から 20cm の二層に分けて採取する。105℃で乾燥

後、根、れき等を除き、ふるい（2mm）でふるう。一定量（約 70g 程度）を

U-8容器に封入する。

⑦ 原乳・牛乳

 原乳は乳処理業者がポリビンに採取、牛乳は市場流通品を用いる。原乳・

牛乳 2L をマリネリビーカーに封入する。 

⑧ 農産物、海産物等

農産物は県内の直売所で県内産であることを確認して購入する。水洗し土

などの異物等を除き、食用に供する部分を細切して試料とする。海産物は県

内で水揚げされた魚を市場にて購入する。解体し可食部を細切して試料とす

る。試料を 105℃で加熱乾燥し、乾燥後 450℃で灰化、一定量を U-8 容器に
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封入する。精米は、2L マリネリビーカーに封入する。 

⑨ 大気浮遊じん

ハイボリュームエアサンプラを用い、 ダストモニター用ろ紙 (ADVANTEC

HE-40T size:203×254mm)上に大気浮遊じんをろ過捕集（吸引量：約 1500 

m3）する。ろ紙を直径 47 ㎜ の円形に型抜きし、重ね合わせて試料とする。

2) ウランの定量

誘導結合プラズマ質量分析装置（ICP-MS; Inductively Coupled Plasma  

Mass Spectrometer）で、ウラン-238 を定量する。 

試料の調製方法を下記に示す。 

① 河川水、海水

試料中の懸濁物をメンブランフィルタ（孔径 0.45µm）でろ過し試料とす

る。その溶液を希釈し測定試料とする。測定試料は 1%硝酸溶液で調整する。 

② 土壌

土壌は一定の深さで採取する。採取したものは根、れき等を除いた後 105

℃ で乾燥する。乾燥した試料をふるい（0.300mm）でふるう。試料中のウ

ランを硝酸で抽出し、ろ紙でろ過する。それを濃縮し超純水で全量 50mL

に定容する。定容した液をメンブランフィルタ（孔径 0.45µm）でろ過して

希釈し測定試料とする。測定試料は 1%硝酸溶液で調整する。 

③ 河川底質、海底堆積物

試料をエクマンバージ等の採泥器で採取する。水分がある状態の試料を

ふるい（0.300mm）でふるう。それを凍結乾燥し、乳鉢で粉砕する。試料

中のウランを硝酸で抽出し、ろ紙でろ過する。ろ液を濃縮し超純水で全量

50mL に定容する。定容した液をメンブランフィルタ（孔径 0.45µm）でろ

過して希釈し測定試料とする。測定試料は 1%硝酸溶液で調整する。 

④ 海草（ワカメ）

海草中の異物を取り除き 105℃で乾燥する。その後電気炉を用いて 450

℃で灰化し乳鉢で粉砕する。試料中のウランを硝酸で抽出し、ろ紙でろ過

する。ろ液を濃縮し超純水で全量 50mL に定容する。定容した液をメンブ

ランフィルタ（孔径 0.45µm）でろ過して希釈し測定試料とする。測定試料

は 1%硝酸溶液で調整する。 
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3) 全ベータ放射能

① 雨水

ステンレス製雨水採取器（面積：500cm2）により、毎日定時（９時）に採取

する。「全ベータ放射能測定法」科学技術庁編（1976）に準じて前処理を行い、

α/β線自動測定装置により測定する。 

4) 空間放射線量率

① サーベイメータによる測定

検出部を地上 1m にセットし、検出レンジ 0.3 µGy/h、時定数 30 秒として、

30 秒間隔で５回メータの指針を読む。平均値を算出し、空間放射線量率とす

る。

なお測定値は宇宙線を含む。 

② モニタリングポストによる連続測定

検出器は、横浜市、逗子市、海老名市、相模原市、小田原市については地上

から 1m、茅ヶ崎市では地上から 4.9m に設置している。24 時間通年連続して測

定し、空間放射線量率の 1 時間値の 1 日における最低、最高、平均を記載した。

なお測定値は宇宙線を含まない。 
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*1：

*2：

*3： 

食品は規格基準値（厚生労働省 食安発 0315 第 1 号、平成 24 年 3 月 15 日付け） 
海水は指針（環境省 環水大水発第 120608001 号、平成 24 年 6 月 8 日付け） 
規格基準の検出限界値は基準値の 1/5 以下であること。 
測定時間は検出限界値を十分に取れる時間に設定する。有効ピーク面積を 100 と仮定した時の試料量別に算出した測定時間を参考として表記した。 

*3 

別表 福島第一原子力発電所事故に係る放射能検査における基準値と検出限界値 

測定器：CANBERRA、CANBERRA①、ORTEC 

放射性セシウム 
基準値（Bq/kg）*1 

測定器：CANBERRA、CANBERRA①、ORTEC 
放射性セシウム 

基準値 

50（Bq/kg）*1

10（Bq/kg）以下 
10（Bq/kg）*1  

2（Bq/kg）以下 

10（Bq/L） *1 

Cs134、Cs137 が 
各 1（Bq/L） 

2000 

7500 

飲料水 収去検査・ 
調査 

調査 

7500 

 乳児用食品 収去検査・調査 

15000 

25～<40 24000 

10 以下 

15000 

60<～80 20000 

一般食品 収去検査・調査 

60～80 10000 

試料名 

20 以下 

摘要 備考 

プラスチック 
容器（U-8 容器） 

80< 

測定時間*3 

30000 

（秒） 

100 

50 

放射性セシウム 
検出限界値*2 
（Bq/kg）

試料容器 試料量 
（mL 又は g） 

40～<60 

40<～60 

プラスチック製 
容器（U-8 容器） 

海水 

試料名 摘要 試料容器 試料量 
（mL 又は g） 

測定時間*3 
（秒） 

2000 

備考 放射性セシウム 
検出限界値 *1

ミネラルウォーター類、原料に茶を含む
清涼飲料水、飲用に供する茶を含む

牛乳 収去検査・ 
調査 

マリネリビーカー
（2L） 
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